
                    

０
０
）
で
は
、
北
茨
城
市
（
３
７
１
５
３
） 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ン
位
え
ｐ
あ
つ 

 
 

           

ん
ご 

               
う
金
の 

               

全
体
の
傾
向
を
み
る
と
都
市
型
の
小
河
川
で
高
く
、
大
河
川

に
な
る
程
、
低
い
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
降
下

量
の
大
き
か
っ
た
阿
見
町
、
牛
久
市
、
つ
く
ば
市
を
流
下
す
る

河
川
で
は
高
く
、
降
下
量
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
北
浦
の
各
河

川
で
は
低
い
と
い
う
傾
向
も
伺
え
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

環
境
省
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
そ
の
後
２
０
１
２
年
２
、
６
、

９
月
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
９
月
、
し
た
が
っ
て

第
１
回
の
調
査
か
ら
１
年
後
の
調
査
結
果
を
み
る
と
微
妙
な
変 

 
 
 
 

化
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
河
川
で
の
上
昇
、
小
河
川
で
の
低
下

と
い
う
傾
向
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す 
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[海夫] 潮の香りをほのかに残すこ

こ霞ヶ浦にもかつては多くの海の

民がいた. 海に寄り添い潮の流れ

とともに暮らしていた人たちに思

いを寄せて、今生きる霞ヶ浦の海夫

たらんとす. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

              
げ 

  

 
 

菱
木
川

 

流
川

 

蔵
川

 

大
洋
川

 

山
田
川

 

前
川

 

武
田
川

 

鉾
田
川

 

雁
通
川

 

夜
越
川

 

巴
川

 

園
部
川

 

梶
無
川

 

小
野
川

 

新
利
…
 

恋
瀬
川

 

桜
川

 

流入河川底泥の放射性セシウム（134＋

助
成
金
に
依
存
す
る
苦
し
い
財
政
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
２
６
年
度
事
業
計
画 

平
成
２
６
年
度
の
活
動
で
新
し
い
点
は
生

物
多
様
性
に
関
係
す
る
調
査
研
究
事
業
と

し
て
二
つ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
こ
と
で

す
。
一
つ
は
、
那
珂
川
・
涸
沼
水
系
の
生
物

多
様
性
問
題
で
す
。
那
珂
川
・
涸
沼
水
系
を

取
り
上
げ
る
理
由
は
、
同
水
系
が
逆
水
門
設

置
前
の
霞
ヶ
浦
と
同
じ
構
造
の
汽
水
湖
で
、

こ
の
水
系
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
霞
ヶ
浦
の
問
題
を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
解
析
す
る
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。
特
に
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ

ミ
に
つ
い
て
は
全
国
の
主
産
地
の
一
つ
で

あ
り
、
か
つ
て
４
万
㌧
の
生
産
を
誇
っ
た
利

根
川
・
霞
ヶ
浦
水
系
の
生
産
構
造
を
解
明
す

る
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。 

 

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

資
源
問
題
で
す
。
広
報
紙
「
海
夫
通
信
」
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の

減
少
の
原
因
が
霞
ヶ
浦
下
流
の
常
陸
利
根

川
と
利
根
川
の
合
流
点
に
建
設
さ
れ
た
常

陸
川
水
門
と
利
根
川
河
口
堰
に
よ
る
親
ウ

ナ
ギ
の
産
卵
回
遊
阻
害
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
す
る
仮
説
を
証
明
す
る
調
査
研
究

で
す
。
こ
の
証
明
に
は
ウ
ナ
ギ
の
放
流
試
験

等
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
研
究
費
の

確
保
や
研
究
体
制
の
組
織
化
等
の
準
備
が 

                          

ま
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                  
 
 
 
 
 
 

 

                                                                                                      

第
四
期
を
迎
え
ま
す 

 

平
成
２
６
年
度
総
会
を
開
催 

   

16号 内 容 

◎ 平成２６年度総会開催 

 

◎ 野口 淳夫先生を悼む 

  

◎ ウナギをめぐる冒険 ４ 

 

◎ 霞ヶ浦導水事業 

2014年 6月 16日 

去
る
五
月
一
八
日
、
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

平
成
２
５
年
度
事
業
報
告 

活
動
報
告
で
は
、
当
団
体
の
基
幹
事
業
と
な

っ
て
い
る
小
中
学
生
対
象
に
実
施
し
て
い
る

「
生
き
物
ア
カ
デ
ミ
ー
」、
成
人
対
象
の
「
霞
ヶ

浦
定
期
連
続
講
座
」
、
昨
年
１
０
月
当
団
体
が
中

心
と
な
っ
て
に
開
催
し
た
「
第
２
９
回
水
郷
水

都
全
国
会
議
霞
ヶ
浦
大
会
」
、
エ
コ
ー
い
ば
ら
き

環
境
基
金
の
支
援
で
実
施
し
た
「
霞
ヶ
浦
放
射

能
汚
染
調
査
結
果
」
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
「
水
郷
水
都
全
国
会
議
」
開
催
は
福
島
、

新
潟
か
ら
沖
縄
ま
で
の
参
加
を
受
け
入
れ
る
大

会
で
１
年
に
わ
た
っ
て
対
応
を
迫
ら
れ
る
大
事

業
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２
５
年
度
決
算
報
告 

決
算
総
額
６
８
１
千
円
で
収
入
の
４
０
％
を 

  

必
要
で
、
今
後
体
制
作
り
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

役
員
改
選 

 

当
団
体
は
、
平
成
１
９
年
１
０
月
１
４

日
設
立
総
会
を
開
催
、
翌
平
成
２
０
年
４

月
２
日
付
け
で
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
ま

し
た
。
以
後
、
３
期
６
年
に
わ
た
っ
て
発

足
時
の
人
事
体
制
で
運
営
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
回
、
役
員
改
選
案
を
提
案
し

以
下
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
四
期
役
員
の
紹
介 

理
事
長 

 

荒
井 

一
美 

副
理
事
長 

木
村 

陽
一 

 

理 

事 
 

大
野 

真
由
美
（
新
） 

 
 

菊
地 

章
雄 

（
事
務
局
次
長
） 

 
 

佐
々
木 

克
典
（
新
） 

 
 

齊
藤 

牧
子 

（
新
） 

 
 

額
賀 

勝
男 

（
新
） 

浜
田 

篤
信 

（
事
務
局
長
） 

 
 

原
田 

泰 

 
 

政
所 

晃
葵 

（
新
） 

 
 

森 
 

保
文 

（
新
） 

 

監 

事 

 
 

岩
波 

嶺
雄 

 
 

野
原 

小
右
二
（
新
） 

（
新
）
今
回
か
ら
就
任
さ
れ
た
方
々 



退 

任 
 
 

 
設
立
依
頼
六
年
半
に
わ
た
っ
て
当
団
体
の
立
ち
上
げ
と
活

動
を
支
え
て
下
さ
っ
た
四
名
の
方
々
が
、
仕
事
の
都
合
や
健 

康
上
の
理
由
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い

世
界
で
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

理 

事 

尾
崎 

遼
平
さ
ん 

野
口 

淳
夫
さ
ん 

瀬
川 

正
明
さ
ん 

監 

事 

宮
内 

徳
二
さ
ん 

  

調
査
研
究
担
当
副
理
事
長 

 
 
 

野
口
淳
夫
先
生
を
悼
む 

当
団
体
の
調
査
研
究
部
門
副
理
事
長
野
口
淳
夫
先
生
（
元

筑
波
大
学
医
学
専
門
学
系
講
師
）
が
昨
年
夏
季
に
心
不
全
の

た
め
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
肺
内
部
に
カ
ビ
類

が
増
殖
し
、
酸
素
ボ
ン
ベ
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
当
団
体

の
活
動
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
野
口
先
生
に
は
、
当
団
体
の
前
身
で
あ
る
石

岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
生
き
物
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
」

発
足
（
平
成
１
２
年
）
か
ら
講
座
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
１
３
年
の
３
月
の
第
７
回
か
ら
５
回
の
講
座
を
お
願
い

し
、
そ
の
他
の
講
座
で
も
機
会
を
見
つ
け
て
は
こ
と
も
た
ち

と
討
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
が
野
口
先
生
の
講
座

で
す
。 

第 

７ 

回 

マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
犬
の
奮
闘
か
ら
学
ぶ 

第
１
０
回 

 

猿
人
か
ら
ヒ
ト
へ
の
進
化
を
考
え
る 

第
２
７
回 

里
山
の
動
物
た
ち
か
ら
環
境
問
題
に
迫
る 

 

第
３
０
回 

人
は
中
間
類
人
猿
―
人
の
進
化
を
考
え
る 

第
８
４
回 

我
が
家
の
オ
オ
カ
ミ
を
紹
介
し
よ
う 

 
 

第
７
回
講
座
の
「
マ
ム
シ
と
犬
の
闘
い
」
の
講
座
で
は
、

我
が
家
の
犬
が
マ
ム
シ
に
鼻
を
噛
ま
れ
た
数
日
寝
込
ん
だ
が
、

死
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
、
犬
が
死
な
な
い
の
に
人
は

死
ぬ
の
か
？
こ
こ
か
ら
質
疑
を
通
し
て
人
の
進
化
の
話
へ
の

と
議
論
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
、
受
講
生
の
科
学
の
へ
の
関
心
を
喚

起
す
る
よ
う
に
面
白
く
し
た
て
ら
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
根

底
に
は
「
野
口
哲
学
」
か
ら
生
ま
れ
た
発
見
の
た
め
の
作
業

仮
説
が
あ
り
、
受
講
生
と
の
討
論
の
中
か
ら
、
自
ら
の
考
え

を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

八
郷
の
山
の
中
の
野
口
先
生
宅
付
近
の
源
流
の
水
質
調
査

や
棚
田
で
の
田
植
え
、
稲
刈
り
の
授
業
も
あ
り
ま
し
た
。 

野
口
先
生
の
講
座
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
約
２
０

０
人
、
最
初
の
参
加
者
は
既
に
社
会
人
と
な
っ
て
当
ア
カ
デ

ミ
ー
の
運
営
に
参
加
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま
す
。 

研
究
業
績 

野
口
淳
夫
先
生
は
、
東
京
大
学
農
学
研
究
科
博
士
課
程
修 

了
ま
で
は
昆
虫
を
研
究
対
象
と
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
博

士
論
文
と
は
別
に
無
脊
椎
動
物
の
免
疫
機
構
（
生
体
防
衛
機

構
）
に
も
興
味
を
も
た
れ
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
で
免

疫
学
の
研
究
に
も
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
論
文
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
フ
リ
カ
ミ
ド
リ
ザ
ル
の
エ
イ
ズ
に

関
す
る
研
究
（
英
文
）
が
有
名
で
世
界
的
に
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
を
対
象
と
し
た
論
文
で
は
「
霞
ヶ
浦
水
資

源
開
発
事
業
の
環
境
影
響
評
価
に
関
す
る
研
究Ⅰ

 

生
態
系

へ
の
影
響
（
霞
ヶ
浦
研
究
１
２
，
２
０
０
２
）、
同Ⅱ

常
陸
川

水
門
の
基
礎
生
産
へ
の
影
響
（
同
誌
１
４
，
２
０
０
３
）
」
で
、

霞
ケ
浦
開
発
や
常
陸
川
水
門
の
環
境
影
響
を
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
然
湖
岸
を
直
立
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
化
し
た

こ
と
に
よ
る
生
物
多
様
性
破
壊
に
つ
い
て
は
妥
協
す
る
こ
と

な
く
再
生
を
主
張
さ
れ
、
と
き
に
は
水
資
源
開
発
支
持
者
と

の
間
で
激
し
い
や
り
と
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
で
は
水
資
源
管
理
と
生
物
多
様
性
を
両
立
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
に
こ
と
は
生
物
多
様
性
基
本
法
の
示
す
と
こ

ろ
で
あ
り
常
識
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
解
決
に
向
っ

て
私
た
ち
が
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

野
口
先
生
の
夢
は
、
霞
ケ
浦
の
自
然
を
再
生
し
、
汽
水
湖

に
戻
す
こ
と
、
そ
れ
に
霞
ヶ
浦
大
学
を
創
設
し
次
世
代
の
研

究
者
を
育
て
る
こ
と
で
し
た
。
当
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
そ
の
夢

の
実
現
に
向
っ
て
前
進
し
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
野
口
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

ウ
ナ
ギ
を
め
ぐ
る
冒
険 

Ⅳ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

浜
田 

篤
信 

 

 

前
号
で
利
根
川
水
系
を
除
く
全
国
の
ウ
ナ
ギ
が
１
９
７
５
、

１
８
８
３
、
お
よ
び
２
０
０
４
年
に
激
減
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
３
時
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
常
陸
川
水
門

か
ら
７
年
、
同
水
門
完
全
操
作
開
始
か
ら
８
年
、
水
資
源
管

理
開
始
か
ら
７
年
後
に
当
り
ま
す
。
７
～
８
年
を
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
が
親
魚
に
成
長
す
る
の
に
要
す
る
時
間
と
考
え
る
と
、

常
陸
川
水
門
の
操
作
に
よ
っ
て
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が
霞
ヶ
浦
に

入
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
本
来
、
霞
ケ
浦
で
親
魚
に
な
っ

て
産
卵
に
参
加
す
る
は
ず
だ
っ
た
親
ウ
ナ
ギ
が
、
水
門
に
よ



っ
て
産
卵
に
い
け
ず
、
資
源
添
加
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
利
根

川
水
系
の
ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
と
翌
年
の
全
国
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

漁
獲
量
の
相
関
関
係
を
調
べ
、
相
関
関
係
が
成
立
す
る
か
ど

う
か
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
海
夫
通

信
１
５
号
で
詳
し
く
述
べ
た
通
り
で
、
両
者
の
間
に
見
事
な

相
関
関
係
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
の
ウ
ナ

ギ
資
源
が
、
霞
ケ
浦
を
中
心
と
す
る
利
根
川
水
系
の
親
魚
に

依
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

６
～
８
月
の
ウ
ナ
ギ
漁 

 

常
陸
川
漁
業
協
同
組
合
は
、
か
つ
て
は
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
と

ウ
ナ
ギ
を
主
な
漁
獲
対
象
と
し
て
い
た
漁
業
協
同
組
合
で
し

た
。
組
合
員
は
、
シ
ジ
ミ
や
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
、
下
り
ウ
ナ
ギ

の
他
に
６
～
８
月
に
下
流
か
ら
遡
上
し
て
く
る
大
き
な
ウ
ナ

ギ
を
漁
獲
対
象
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
な
ぜ
、
６
～
８
月

に
大
き
な
ウ
ナ
ギ
が
下
流
か
ら
霞
ヶ
浦
へ
遡
上
す
る
の
か
？ 

産
卵
回
遊
直
前
の
こ
の
時
期
に
霞
ヶ
浦
で
十
分
な
栄
養
を
補

給
し
て
長
旅
と
産
卵
の
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
霞
ヶ
浦
が
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の

産
卵
親
魚
の
基
地
で
あ
る
こ
と
の
証
で
す
。 

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
８
０
％
が
利
根
川
で 

 

全
国
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
量
最
高
値
は
１
９
６
９
年

の
１
７
４
㌧
で
す
が
、
こ
の
中
、
利
根
川
水
系
の
漁
獲
量
は

１
３
８
㌧
で
実
に
全
体
の
８
０
％
が
利
根
川
水
系
で
漁
獲
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
９
７
２
年
以
前
は
６
０
％
以
上
で
す
が
、

常
陸
川
水
門
操
作
開
始
後
、
３
０
～
５
０
％
に
低
下
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
グ
ァ
ム
島
西
方
海
域
で
生
ま
れ
た
ウ
ナ
ギ

の
こ
ど
も
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
が
利
根
川
河
口
付
近
に
集
積

さ
れ
る
特
異
な
機
構
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。 

親
魚
の
産
卵
経
路 

も
う
一
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
産
卵
に
向
う
親
魚
の
産
卵

回
遊
ル
ー
ト
で
す
。
ル
ー
ト
と
し
て
（
１
）
マ
リ
ア
ナ
海
嶺
・

小
笠
原
ル
ー
ト
、
（
２
）
黒
潮
遡
上
ル
ー
ト
、
（
３
）
直
近
ル

ー
ト
で
す
。
こ
の
中
（
１
）
は
、
房
総
半
島
か
ら
産
卵
場
の

直
線
的
に
位
置
す
る
海
底
山
脈
を
伝
っ
て
産
卵
回
遊
す
る
と

す
る
も
の
、（
２
）
は
、
黒
潮
流
路
を
逆
行
し
て
産
卵
場
に
到

達
す
る
と
す
る
も
の
、（
３
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
息
地
と
産

卵
場
を
結
ぶ
直
線
に
沿
っ
て
産
卵
に
向
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
三
つ
の
仮
説
の
中
、
小
笠
原
・
マ
リ
ア
ナ
海
嶺
ル
ー

ト
は
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
発
見
者
で
あ
る
塚
本
勝
巳

東
京
大
学
名
誉
教
授
等
が
支
持
す
る
仮
説
で
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

の
回
遊
経
路
全
体
は
左
図
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
図 

塚
本
勝
巳
東
大
名
誉
教
授
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
引
用
） 

 
 

こ
の
仮
説
は
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
確
か
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
正
し
け
れ
ば
、
利
根
川
水
系
の
親
ウ
ナ
ギ
が

最
も
効
率
よ
く
産
卵
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
孵

化
後
、
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
は
北
赤
道
海
流
に
乗
っ
て
黒
潮

に
乗
り
替
え
黒
潮
の
終
点
で
あ
る
鹿
島
灘
前
面
海
域
で
下
車

し
利
根
川
へ
浸
入
、
霞
ケ
浦
を
中
心
に
利
根
川
水
を
遡
上
し

上
流
域
ま
で
分
布
域
を
広
げ
ま
す
。
そ
し
て
７
～
８
年
で
親

に
ま
で
成
長
し
た
ウ
ナ
ギ
が
房
総
半
島
付
近
か
ら
グ
ァ
ム
島

西
方
の
産
卵
場
に
向
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
揺
り
か
ご
、
古
霞
ヶ
浦 

 
 

ウ
ナ
ギ
類
は
、
世
界
で
１
８
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
祖
先
は
ボ
ル
ネ
オ
島
付
近
の
熱
帯
に
生
息
す
る
種
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
、
約
１
億
年
前
に
誕
生
し

て
産
卵
場
を
熱
帯
に
残
し
た
ま
ま
生
育
の
場
を
黒
潮
終
着
駅

付
近
の
水
域
に
も
と
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
霞
ヶ
浦

付
近
の
地
形
は
、
或
る
年
代
に
は
海
、
或
る
時
代
に
は
内
湾

と
変
化
し
、
縄
文
海
進
が
起
こ
っ
た
６
５
０
０
～
５
５
０
０

年
の
時
代
に
は
、
現
在
の
霞
ヶ
浦
の
１
０
倍
近
い
面
積
を
有

す
る
古
霞
ヶ
浦
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
貝
塚
に

残
さ
れ
た
魚
類
に
関
す
る
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

（
齊
藤
弘
道
・
茨
城
県
歴
史
館
報
１
９
７
８
、
９
、
出
島
村

郷
土
資
料
館
・
縄
文
時
代
の
漁
業
）
）
。
霞
ヶ
浦
北
岸
行
方
市

於
下
貝
塚
か
ら
２
５
種
類
の
魚
類
の
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
ク
ロ
ダ
イ
、
第
二
位

が
ウ
ナ
ギ
と
な
っ
て
お
り
、
縄
文
海
進
時
代
に
食
用
と
し
て

日
常
的
に
捕
獲
さ
れ
る
程
豊
富
に
ウ
ナ
ギ
が
生
息
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
の
海
退
と
と
も
に
古
霞
ヶ
浦

は
面
積
を
小
さ
く
し
て
い
き
ま
す
が
、
江
戸
初
期
の
利
根
川

東
遷
ま
で
の
期
間
に
利
根
川
取
手
付
近
ま
で
浅
海
が
入
込
み

現
在
の
約
２
倍
の
広
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
広

大
な
内
湾
は
、
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
に 

他
に
類
を
見 

日本ウナギの回遊経路 



 
な
い
特
異
な
地
理
的
条
件
で
す
。 

 

                   

縄
文
海
進
時
代
に
は
霞
ヶ
浦
は
群
馬
県
前
橋
市
付
近
ま
で
広

が
っ
て
お
り
、
上
流
で
は
古
東
京
湾
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

古
霞
ヶ
浦
と
古
東
京
湾
を
併
せ
た
広
大
な
ウ
ナ
ギ
天
国
が
現
在

の
関
東
平
野
付
近
に
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

ウ
ナ
ギ
が
山
間
部
の
小
川
に
ま
で
遡
っ
て
行
く
の
は
、
こ
の
縄

文
海
進
時
代
に
獲
得
し
た
生
態
の
名
残
と
考
え
ら
れ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
以
上
の
よ
う
に
、
ニ
ホ
ヌ
ナ
ギ
は
、
産
卵
場
を
グ
ァ

ム
と
西
方
海
域
の
北
太
平
洋
に
、
生
育
の
場
を
古
霞
ヶ
浦
に
選 

 

び
生
育
の
場
で
親
魚
に
ま
で
育
っ
た
ウ
ナ
ギ
が
霞
ヶ
浦
か
ら
外 

 

海
に
で
て
小
笠
原
、
マ
リ
ア
ナ
海
嶺
に
沿
い
に
産
卵
場
に
た

ど
り
着
く
、
と
い
う
生
活
形
態
を
獲
得
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
れ
ま
す
。 

 

黒
潮
に
よ
る
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
輸
送
と
保
育 

 
 

ふ
化
し
た
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
が
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
に
変
態

す
る
の
に
要
す
る
時
間
は
２
５
０
日
、
変
態
を
完
了
す
る
の

に
更
に
２
０
日
を
要
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
（
田
中
秀
樹
他
２

０
１
２
）。
産
卵
場
か
ら
房
総
半
島
ま
で
の
流
路
を
約
５
千
㎞

海
流
の
平
均
速
度
を
２
５
㎞
と
す
る
と
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス

は
２
０
０
日
を
か
け
て
房
総
半
島
付
近
に
到
着
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
時
間
は
、
概
ね
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
へ
の
変
態

開
始
に
よ
う
す
る
時
間
に
一
致
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
ニ

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
北
赤
道
海
流
～
黒
潮
の
全
流
程
過
程
内
で
レ

プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
期
の
過
程
を
完
了
す
る
よ
う
に
適
応
し
て

た
こ
と
で
黒
潮
終
着
駅
で
あ
る
房
総
～
鹿
島
灘
海
域
が
も
っ

と
も
効
率
の
よ
い
ニ
ホ
ヌ
ナ
ギ
・
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
の
下

車
地
点
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

黒
潮
流
路
内
で
は
餌
と
し
て
マ
リ
ン
ス
ノ
ー
が
供
給
さ
れ
、 

 

捕
食
者
か
ら
の
被
捕
食
も
比
較
的
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
も
し
、
産
卵
場
に
近
い
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
付
近
で

途
中
下
車
し
た
場
合
に
は
、
下
車
し
た
海
域
で
長
時
間
変
態

を
始
め
る
ま
で
の
時
間
を
過
ご
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
る
と
餌
の
獲
得
や
外
敵
か
ら
の
攻
撃
で
生
残
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
黒
潮
流
路
の
終
着
点
で
あ
る
鹿

島
灘
海
域
ま
で
の
輸
送
過
程
は
、
す
な
わ
ち
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ

ル
ス
生
活
過
程
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
終
着
駅
の

鹿
島
灘
で
下
車
し
た
仔
魚
は
、
時
を
待
た
ず
に
シ
ラ
ス
ウ
ナ

ギ
と
な
っ
て
河
川
へ
の
遡
上
を
開
始
す
る
よ
う
に
適
応
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
集
積
機
構
と
は 

 
 

全
国
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
８
０
％
が
利
根
川
水
系
で
占
め

ら
れ
て
い
た
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
す
。
と
な
る
と
利

根
川
河
口
付
近
に
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
集
積
機
構
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
鹿
島
灘
海
域
の
海
流
パ
タ
ー
ン
は
、

Ｋ
パ
タ
ー
ン
（
黒
潮
卓
越
型
）
、
Ｏ
パ
タ
ー
ン
（
親
潮
卓
越
型
）

お
よ
び
Ｗ
パ
タ
ー
ン
（
暖
水
舌
型
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
来
遊
期
に
は
暖
水
舌
型
の
海
況
が
出
現
す
る

頻
度
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
久
保
・
友
定
１

９
８
２
）
。
こ
の
海
況
パ
タ
ー
ン
で
は
、
鹿
島
灘
に
黒
潮
起
源

の
暖
水
塊
が
利
根
川
河
口
付
近
に
出
現
し
ま
す
。
こ
の
暖
水

舌
に
取
り
込
ま
れ
た
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
が
、
利
根
川
へ
の

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
供
給
源
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

霞
ヶ
浦
・
利
根
川
環
境
改
変
説
、
３
つ
の
理
由 

 
 

霞
ヶ
浦
・
利
根
川
水
系
の
ウ
ナ
ギ
資
源
が
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ

ギ
全
体
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
前
報
の
図

か
ら
明
ら
か
で
す
が
、
な
ぜ
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の

原
因
は
、
第
一
に
「
利
根
川
水
系
特
に
霞
ヶ
浦
の
ウ
ナ
ギ
資

源
の
産
卵
寄
与
率
の
高
さ
」
、
第
二
に
「
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス

か
ら
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
変
態
へ
要
す
る
時
間
」
、
第
三
に
「
レ
プ

ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
集
積
機
構
の
存
在
」
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 

６
月
１
２
日 

国
際
自
然
保
護
連
合 

 

古霞ヶ浦 

井田徹治：ウナギ,岩波新書から 

 



ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
を
絶
滅
危
惧
種
に
指
定 

政
府
機
関
や
科
学
者
ら
で
作
る
「
国
際
自
然
保
護
連
合
・
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
」
が
６
月
１
２
日
、
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
生
き
物
を
掲

載
す
る
最
新
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
漁
獲

禁
止
な
ど
の
法
的
拘
束
力
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
野
生
生
物

の
国
際
取
引
を
規
制
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
保
護
対
象
と 

 

な
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て

「
個
体
数
は
３
０
年
間
で
少
な
く
と
も
５
０
％
以
上
減
っ
た
」

と
し
て
絶
滅
危
惧
種
の
う
ち
２
番
目
に
リ
ス
ク
の
高
い
「
絶
滅

危
惧
１
Ｂ
類
」
に
分
類
し
ま
し
た
（
毎
日
新
聞
か
ら
引
用
）.

。 

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
が
動
き
始
め
ま
し
た 

 「
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
検
証
に
係
る
検
討
報
告
書
」 

 
 

霞
ヶ
浦
と
利
根
川
お
よ
び
那
珂
川
を
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
結

ん
で
「
新
規
都
市
用
水
開
発
」
、
「
霞
ヶ
浦
等
の
水
質
浄
化
」

お
よ
び
「
正
常
な
流
水
の
確
保
」
の
３
つ
の
目
的
の
た
め
の

「
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
」
の
検
討
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
関

係
各
県
お
よ
び
関
東
地
方
整
備
局
で
構
成
さ
る
「
霞
ヶ
浦
導

水
事
業
検
討
の
場
（
幹
事
会
）」
は
、
平
成
２
２
年
１
２
月
２

４
日
の
第
一
回
か
ら
平
成
２
６
年
３
月
ま
で
の
約
３
年
間
に

６
回
開
催
さ
れ
、
今
回
、
第
６
回
幹
事
会
と
併
せ
て
、
第
一

回
「
検
討
の
場
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
検
討
の
場
」
で
は
霞

ヶ
浦
導
水
事
業
の
検
証
に
係
る
検
討
報
告
書
（
素
案
）
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
学
識
経
験
者
や
関
係
住
民
か

ら
の
意
見
の
整
理
検
討
、
同
報
告
書
（
原
案
）
が
議
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
公
聴
会
に
お
け
る

意
見
聴
取
を
終
え
て
「
同
報
告
書
（
素
案
）」
を
修
正
し
「
同

報
告
書
（
原
案
）
が
「
第
一
回
検
討
の
場
」
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
識
経
験
を
有
す
る
者
か
ら
の
意
見
聴
取
で
懸
念

が
示
さ
れ
た
問
題
は
異
な
る
水
系
間
の
水
資
源
の
互
換
に
よ

る
生
物
多
様
性
撹
乱
で
し
た
。 

 

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
差
止
訴
訟
の
動
向 

 
 

茨
城
・
栃
木
両
県
の
那
珂
川
関
係
全
８
漁
業
協
同
組
合
が

原
告
と
な
っ
て
国
と
争
っ
て
い
る
訴
訟
が
終
盤
を
迎
え
７
月

１
８
日
に
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 
 

第
一
の
争
点
は
、
水
資
源
開
発
の
必
要
性
に
つ
い
て
で
す
。

国
が
毎
秒
５
．
２
立
法
㍍
の
新
規
都
市
用
水
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
原
告
側
は
既
に
水
余
り
の
状
態
に

あ
り
、
今
後
は
人
口
の
減
少
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
水
余
り
が

生
じ
る
の
で
開
発
の
必
要
性
は
な
い
こ
と
を
最
近
の
デ
ー
タ

を
根
拠
に
主
張
す
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
（
証
人
・
嶋
津
氏
）。 

 
 

第
二
の
争
点
は
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
で
す
。
国
側
が
当

該
事
業
で
Ｃ
Ｏ
Ｄ
０.

８
㎎
／
㍑
だ
け
低
減
す
る
と
主
張
す

る
の
に
た
い
し
、
原
告
側
は
、
浄
化
は
困
難
で
あ
り
、
悪
化

も
有
り
得
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
那
珂
川
か
ら
の
導
水
に

よ
っ
て
霞
ヶ
浦
へ
の
窒
素
、
リ
ン
の
導
水
に
よ
る
流
入
負
荷

量
が
増
加
し
、
湖
内
に
蓄
積
さ
れ
窒
素
や
リ
ン
が
湖
内
循
環

に
よ
っ
て
水
中
へ
溶
出
し
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
栄
養
塩
類

を
供
給
、
富
栄
養
化
が
促
進
さ
れ
Ｃ
Ｏ
Ｄ
が
上
昇
す
る
と
し

て
い
ま
す
（
証
人
・
高
村
氏
）。 

 
 

第
三
の
争
点
は
、
ア
ユ
資
源
へ
の
影
響
で
す
。
那
珂
川
か

ら
毎
秒
１
５
立
法
㍍
の
取
水
を
行
う
際
に
ア
ユ
の
仔
魚
の
吸

い
込
み
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
被
害
に
つ
い
て
国
側
は
、
産

卵
期
に
お
け
る
取
水
制
限
等
の
対
策
で
の
防
止
で
１
％
未
満

に
抑
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
漁
協
側
で
は
、
最

近
ア
ユ
の
産
卵
期
が
遅
れ
る
等
不
安
定
に
な
っ
て
お
り
、
１

２
月
以
降
に
産
卵
す
る
晩
期
産
卵
群
が
増
え
て
お
り
１
０
％

以
上
に
達
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
（
証
人
・
石
嶋

久
男
氏
）。 

 

 
 

那
珂
川
に
お
け
る
ア
ユ
の
漁
獲
量
は
、
１
９
７
０
年
頃
尾

か
ら
急
速
の
上
昇
し
１
９
９
５
年
に
は
１
４
９
３
㌧
に
達
し

群
を
抜
い
た
日
本
一
で
し
た
が
、
最
近
、
減
少
系
傾
向
に
あ

っ
て
２
０
１
２
年
に
は
遂
に
２
９
７
㌧
に
ま
で
低
下
し
て
い

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
約
５
０
年
に
わ
た
る
漁
獲
量
の
変
動
の

原
因
は
不
明
の
ま
ま
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
霞
ヶ
浦
導
水
事
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業
が
ア
ユ
資
源
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
る
の
か
解
明
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い

て
、
日
本
全
体
の
ア
ユ
資
源
の
動
向
を
研
究
し
て
い
る
高
橋

勇
夫
ア
ユ
博
士
が
こ
の
問
題
の
証
人
と
し
て
喚
問
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

最
後
に
那
珂
川
・
涸
沼
水
系
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
に
つ
い
て

証
人
尋
問
が
あ
り
ま
す
。
涸
沼
・
涸
沼
川
の
シ
ジ
ミ
に
つ
い

て
は
、
影
響
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
霞
ヶ
浦
導
水
工
事
事
務

所
か
ら
大
涸
沼
漁
業
協
同
組
合
へ
の
工
事
影
響
の
説
明
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
は
、
当
該
事
業
で
上
流
で
取
水
を
す

る
と
下
流
で
は
塩
分
が
上
昇
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
発
生
を
促

し
、
シ
ジ
ミ
漁
業
に
と
っ
て
好
条
件
が
出
現
す
る
と
見
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
に
対
し
原
告
側
は
、
取
水
に
よ
っ
て
河

口
付
近
の
海
水
・
淡
水
の
混
合
状
態
が
変
化
し
、
汽
水
の
生

成
が
阻
害
さ
れ
、
淡
水
化
・
海
水
化
の
二
極
化
が
卓
越
す
る

よ
う
に
な
り
、
発
生
が
阻
害
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

涸
沼
へ
の
那
珂
川
か
ら
の
逆
流
水
量
が
減
少
し
、
涸
沼
の
基

礎
生
産
力
が
低
下
す
る
結
果
、
涸
沼
下
流
に
位
置
す
る
シ
ジ

ミ
漁
場
へ
の
餌
料
供
給
量
が
低
下
し
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
産

量
が
低
下
す
る
と
し
て
い
ま
す
（
証
人
・
浜
田
氏
）
。 

 

那
珂
川
水
系
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、
１
９
７
４
年 

 
 

に
は
約
６
４
０
９
㌧
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
０ 

 

年
以
降
に
な
る
と
２
５
０
０
㌧
以
下
で
、
最
近
３
年
間
は
１

０
０
０
㌧
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
７
４
年
以
降
の
漁

獲
量
は
、
直
線
的
に
減
少
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
原
因
も
、

解
明
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
は
、
か
つ
て
２
万
㌧

近
い
漁
獲
量
の
あ
っ
た
宍
道
湖
で
２
０
１
２
年
に
は
１
８
７

２
㌧
に
低
下
し
、
小
川
原
湖
や
十
三
湖
で
も
漁
獲
量
の
減
少

が
起
こ
っ
て
お
り
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
論
争
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

 

関
係
漁
業
協
同
組
合
協
議
会
、
抗
議
集
会
を
開
催 

茨
城
・
栃
木
那
珂
川
関
係
漁
業
協
同
組
合
協
議
会
は
、 

４
月
２
７
日
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
の
霞
ヶ
浦

導
水
事
業
「
検
討
の
場
」
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
抗

議
集
会
を
開
催
し
抗
議
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。
集
会
で

は
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
那
珂
川
漁
業
・
生
態
系
影
響
評
価

委
員
会
（
委
員
長
・
川
崎
健
東
北
大
学
名
誉
教
授
）
委
員

が
当
該
事
業
の
漁
業
へ
の
影
響
を
解
説
し
ま
し
た
。 

 
 

 

霞
ヶ
浦
定
期
連
続
講
座
の
予
定 

 
 
 
 
 
 
 
 

原
則
毎
月
第
３
日
曜
日
１
時
半
～ 

  
 

第
６
７
回 

水
生
植
物
帯
の
造
成
と
効
果 

７
月
２
０
日 

 
 
 
 
 
 

講
師 

茨
城
県
水
産
振
興
課 

 

根
本 

孝 

  
 

第
６
８
回 

湖
岸
再
生
へ
の
挑
戦 

 
 
 

８
月
１
７
日 

 
 
 
 
 
 

講
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

未 

定 

  
 

第
６
９
回 

中
世
の
霞
ヶ
浦Ⅲ

 
 

 

９
月
２
０
日
（
土
） 

 
 
 
 

講
師 

か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館
学
芸
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
葉 

隆
司 

 

第
７
０
回 

ウ
ナ
ギ
を
め
ぐ
る
冒
険 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
月
１
９
日 

講
師 

 

霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー 

浜
田 

篤
信 

 
 

 
 

第
７
１
回 

江
戸
時
代
の
霞
ヶ
浦Ⅲ

 
 

１
１
月
１
６
日 

 

 
 
 
 
 
 

講
師 

歴
史
研
究
家 

 

栗
原 

亮 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
入
会
案
内 

連
絡
先
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
９
・
４
６
・
０
９
８
８
、

メ
ー
ルkas

eco@
y5.d

ion.
ne.j

p 

[

年
会
費]

普
通
会
員
入
会
金100

0

円
会
費300

0

円 
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